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１． はじめに 

 観光地では，高齢者，障害者，外国人を含む様々

な人に配慮したユニバーサルデザイン(以降 UD)の

考え方が重視され，携帯端末を用いた UD 観光情報

システム 1)の研究がなされている．筆者らはこれま

で，UD 観光情報システムの課題点を踏まえ，シス

テム導入を簡易化するための UD 観光情報コンテン

ツ管理システム(以降 CMS)2)の研究を行ってきた． 

本研究では，CMS を利用して複数観光地での運用

を行った結果挙げられた，観光地の管理体制や観光

行動支援におけるいくつかの課題点を考慮して，UD

観光情報 CMS の拡張を行い，観光施設へのシステム

導入における考察を行った． 

 

２． 運用上の課題 
 本システムは，観光地を表 1 に示す 4 つに構造化

して情報を登録し，観光地の環境に応じた位置取得

方法（表 2）を用いて，岩手県平泉エリアの毛越寺

と奥州エリアのえさし藤原の郷で運用を行っている．

また，平泉の世界遺産登録をうけ 2011 年 7 月より

QR コードを用いて，平泉の毛越寺を含む 7 資産に

システムを導入し，運用フィールドを拡大した．同

年 10 月からは，観光客のスマートフォンを利用し

た GPS による運用も開始しており，これまでに約

2700 人以上の観光客が利用し，現地を支援するシ

ステムとして高い評価を得ている．しかしながら，

運用を通して以下に示すいくつかの課題点も挙げら

れた． 

表 1 観光地の構造化 

 

表 2 位置取得の相違 

 
 

 
図 1 観光客の観光行動と CMS 支援範囲 

 

１）現状 CMS では，エリアにおける施設の管理体制

が考慮されていなかった．そのため，エリアやエリ

ア内における各ゾーンの異なる管理体制や環境に応

じた運用体制を考慮する必要がある． 

２）これまでは，現地情報に特化した UD 観光情報

システムとして高い評価を得てきたが，観光行動に

おける AISCEAS モデル 3)の観点(図 1)で事前・現

地・事後を総合的に支援することがより望ましい． 

 

３．システム拡張 

３．１ 拡張方針 
システム拡張にあたり，2つの方針を定めた． 

方針１)管理の体制に応じた情報管理：運用施設の

管理体制(管理者・組織・管理の範囲)に応じて情報

を管理できるようにする．例えば，エリア管理者は

エリア情報やエリア内のゾーン管理者が登録した情

報等にアクセスすることができる． 

方針２)事前・現地・事後の連携：UD に特化した観

光 API を設けることで事前・現地・事後間でのコン

テンツ共有や連携を図る．その際，すでに観光地に

ある既存の専用サイトやポータルサイトとの連携を

考慮する． 
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３．２ システム構成 
 システム構成を図 2 に示す．観光情報の適切な管

理・提供，及び事前・現地・事後の連携を行うため

に，ID 管理部(IDM)，UD コンテンツ管理部(UDM)，

アプリケーションプログラム管理部(APM)から構成

した．ユーザの利用端末は現地支援に観光客の携帯

電話を，事前・事後支援は PC からの利用を想定し，

エリア内における観光行動の支援を対象とする． 

 
図 2 システム構成図 

 

３．３ 機能概要 
以下に UD 観光情報 CMS の各機能を説明する． 

ID 管理部 (IDM)：観光客からのアクセスに対して

認証を行い，QR，GPS，IC タグに応じて位置情報 DB

を参照し，紐づけられたコンテンツ ID を探索する．

この際，位置取得方法に応じて誤差の修正やアクセ

スログの収集を行う．GPS は，エリア・ゾーン・ス

ポットを面，サブスポットを点として捉え，エリ

ア・ゾーンで連携して上位の階層から探索を行い局

所化していく．また，エリア・ゾーン管理者に応じ

てアクセスできる範囲を設定することができ，管理

者ごとに位置情報を Google Maps 上で視覚的に管理

する． 

UD コンテンツ管理部 (UCM)：IDM からの情報を元に

UD 特性と位置に応じて UD 支援，解説，クイズ，ト

イレ案内等の情報が提供される．この際，観光客の

操作ログを同時に収集する．GPS，IC タグは，観光

構造に応じて，上位階層が優先して提供される．提

供する観光コンテンツは，観光施設の管理体制に応

じてユーザの UD 特性ごとに登録・管理する． 

アプリケーションプログラム管理部 (APM)：利用

者からのアクセスに対して，与えられたパラメータ

から適切なデータ生成を行う API を提供する．API

は，現地システムと連携し，事前・事後を支援する

システムや専用サイト上で UD データや観光コンテ

ンツを共有することができる．また，観光客の UD

特性に応じたアクセスログの高度利用や観光客に対

する周遊情報の提供，口コミの収集・分析，位置取

得の相違に応じた位置検出等を提供し，事前・現

地・事後を総合的に支援する． 

４．システム導入における考察 
 本研究では，これまで CMS を用いて平泉町やえさ

し藤原の郷など，すでにポータルサイトを構築済み

の観光地に現地システムを導入したが，今後は観光

行動における AISCEAS モデルの観点から既存のポー

タルサイトと現地システムとの連携を考慮する．ま

た，今後システムの導入を検討している観光施設で

は，ポータルサイトや専用のサイトを保有しておら

ず，事前に観光プランや所要時間・興味に応じたル

ートマップの検討，施設内の紹介などを行う専用サ

イトの設置及び，それに応じた現地支援ができると

良いといったニーズも存在する．そのため，今後の

システム導入にあたって以下のような形態が，現在

のところ考えられる． 

（パターン１）すでにエリア・ゾーンレベルでポー

タルサイトや専用サイトを構築済みだが，新たに現

地支援のための UD 観光情報システムを導入する観

光施設では，すでに構築済みのポータルサイトに対

して，必要な API をパーツとして追加し，現地シス

テムとの連携を図る． 

（パターン２）エリア・ゾーンレベルで新たにポー

タルサイト及びポータルサイトと連携して，現地支

援のための UD 観光情報システムを導入する観光施

設では，現地システムを導入後，必要な API を選択

し組み合わせることでポータルサイトを構築し，現

地システムとの連携を図る． 

 一方で，観光施設によっては，現地支援を行う上

で，独自の現地システムや機能が必要になる場合が

想定されている．そこで API を用いて，新規のシス

テム構築や拡張を支援することも考えられる． 

 

５．おわりに 
 本研究では，複数の観光地での運用を行った結果

挙げられた課題点を考慮した， UD 観光情報 CMS の

拡張を行い，システム導入における考察を行った．

今後は，運用フィールドの拡大を予定しており，事

前・現地・事後を総合的に支援する．また，観光地

では，観光行動の支援として観光プランやモデルコ

ース，ルート案内，スケジュール管理への対応とい

ったニーズが出ており，システム側での対応を検討

していく必要がある． 
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